
い
わ
て
花
巻
空
港
60
周
年

　
　
　そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
。
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開
港
60
年
の
歴
史

昭
和
39
年
２
月
15
日
、
県
民
が
待
ち
に

待
っ
た「
い
わ
て
花
巻
空
港
」が
開
港
し
ま

し
た
。
昭
和
36
年
12
月
か
ら
３
年
の
月
日

を
経
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
１
︐２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
が
完
成
。
同
年
４
月

１
日
に
は
、
同
空
港
と
東
京
国
際
空
港

（
羽
田
）
を
結
ぶ
国
内
定
期
便
が
就
航
し
、

そ
の
１
番
機
を
見
送
る
約
１
︐０
０
０
人

の
見
物
客
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
屋
上
に
集
ま
っ

た
と
い
い
ま
す
。
大
阪
線
・
札
幌
線
と
定

期
便
の
相
次
ぐ
就
航
に
伴
い
利
用
客
も
増

加
す
る
な
か
、
昭
和
58
年
に
は
滑
走
路
を

２
︐０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
延
長
し
、
ジ
ェ
ッ

ト
機
乗
り
入
れ
も
実
現
。
そ
の
後
、
平
成

17
年
に
は
滑
走
路
を
２
︐５
０
０
メ
ー
ト
ル

に
延
長
し
、
平
成
21
年
に
は
現
在
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
平

成
23
年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

「
い
わ
て
花
巻
空
港
」
は
広
域
防
災
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

一
方
で
、
復
興
の
後
押
し
を
す
べ
く
同

年
５
月
に
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

（
以
下
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
よ
る
名
古
屋
線
が
就

航
。
県
営
名
古
屋
空
港
で
の
乗
り
継
ぎ
も

含
め
て
、
全
国
へ
の
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
拡
大
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
８
月
１
日
に
は
、
同
空
港
初

の
国
際
定
期
便
と
な
る
台
北
便
が
就
航
。

翌
年
に
は
上
海
便
も
就
航
し
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
増
加
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
両
路
線
は

運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

そ
の
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
運
航
を

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
令
和
３
年
の
Ｆ

Ｄ
Ａ
に
よ
る
神
戸
便
で
す
。
就
航
直
後
は

62
日
間
の
運
休
を
強
い
ら
れ
、
利
用
率
も

36
パ
ー
セ
ン
ト
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
沈
静
化
に
よ
り
、
徐
々
に
利
用

客
も
増
加
傾
向
へ
。
ま
た
、
令
和
５
年
５
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月
に
は
台
北
便
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
　
　
　

未
来
へ
生
か
す

そ
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
節
目
と
な
っ

た
出
来
事
が
平
成
23
年
に
起
こ
っ
た
東
日

本
大
震
災
で
す
。
同
空
港
は
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
に
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
基

本
施
設
や
航
空
灯
火
の
運
用
に
か
か
る
被

害
は
な
く
、
震
災
発
生
か
ら
２
時
間
後
に

は
空
港
運
用
を
再
開
。
関
係
諸
機
関
の
垣

根
を
こ
え
た
連
携
に
よ
っ
て
、
広
域
医
療

搬
送
や
航
空
輸
送
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

岩
手
県
土
整
備
部
港
湾
空
港
課
総
括
課

長
・
伊
藤
秋
彦
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
空
港

が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
こ
う
話
し

ま
す
。

「
い
わ
て
花
巻
空
港
は
広
域
防
災
拠
点

と
し
て
利
用
さ
れ
、
負
傷
者
の
搬
送
や
物

資
受
け
入
れ
と
送
り
出
し
の
拠
点
と
し
て

（
※
今
回
取
材
対
応
頂
い
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱

の
企
業
情
報
は
Ｐ
19
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
す
。
除
雪
車

両
の
格
納
庫
が
物
資
の
保
管
に
役
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
仙
台
空
港
が
津
波
で
被
災

し
東
北
新
幹
線
も
不
通
に
な
り
、
関
東
圏

と
東
北
を
結
ぶ
交
通
機
関
の
代
替
機
能
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
震
災
時
の
経
験
は
、
現
場
従
事

者
や
関
係
者
に
と
っ
て
防
災
拠
点
と
し
て

の
意
識
醸
成
と
な
り
、
現
在
も
そ
の
認
識

を
共
有
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

振
り
返
れ
ば
、
平
成
10
年
度
か
ら
進
め

て
き
た
平
行
誘
導
路
が
概
ね
完
成
し
て
い

た
こ
と
、
平
成
22
年
８
月
に
広
域
医
療
搬

送
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
非

常
時
に
備
え
た
事
前
の
取
り
組
み
が
、
震

災
翌
日
か
ら
の
緊
急
対
応
に
大
き
く
役
立

っ
た
と
い
え
ま
す
。

日
常
を
支
え
る
　
　
　
　
　
　
　

交
通
手
段
を
め
ざ
す

こ
の
よ
う
に
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
み

な
ら
ず
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
役
割
を
担

っ
て
き
た「
い
わ
て
花
巻
空
港
」。
昨
今
の

利
用
者
推
移
や
全
体
傾
向
に
つ
い
て
、
岩

手
県
ふ
る
さ
と
振
興
部
交
通
政
策
室
空
港

振
興
課
長
・
藤
島
修
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

「
令
和
元
年
度
の
国
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
概
ね
ビ
ジ
ネ
ス
と
観

光
・
私
用
が
ほ
ぼ
同
数
。
福
岡
線
は
や
や

観
光
目
的
が
強
く
、
大
阪
（
伊
丹
）
や
名

古
屋
（
小
牧
）
線
は
や
や
ビ
ジ
ネ
ス
目
的

が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
現
在
国
内
で

は
、
大
阪
便
１
日
４
往
復
、
名
古
屋
便
３

往
復
を
中
心
に
５
路
線
が
運
航
中
。
国
内

各
地
域
の
拠
点
と
な
る
都
市
に
就
航
し
、

乗
継
も
含
め
て
、
利
用
す
る
側
も
選
択
の

幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
際
線
は
台
湾
か
ら
の
観
光
需

要
に
支
え
ら
れ
、
令
和
５
年
の
台
北
便
再

開
後
の
利
用
率
は
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
い
ま
す
。

現
在
の
路
線
を
維
持
・
拡
充
し
、
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
す
。
就
航
先
か
ら
の

観
光
誘
致
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
花
巻

空
港
に
は
１
１
５
０
台
分
の
無
料
駐
車
場

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
外
や
海
外
に
花
巻

か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
飛
べ
る
利
便
性
を
県

民
の
皆
さ
ん
に
体
感
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
藤
島
さ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
観
光
の
両
面

で
、
双
方
向
の
利
用
者
増
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

す
で
に
60
周
年
記
念
企
画
チ
ャ
ー
タ
ー

便
も
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
行
わ

れ
る
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
（
令
和
６
年
は
９

月
28
日
）
も
人
気
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

ふ
だ
ん
目
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
機
材

展
示
も
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
空
港
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
機
会
と
し
て
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「スカイフェスタなど飛行機を眺めに来るだけでも
いいので、お気軽に」と岩手県・伊藤秋彦さん。

「スカイフェスタ」は、普段入場できない空港の見学や特殊車両に間近で触れ合うこ
とができる貴重な機会です。

「関西圏へは便数も多く、出張での利用者増も期待
したい」と岩手県・ 藤島修さん。

震災直後は、各県防災ヘリや消防ヘリによる負傷者搬送基地と
して、また物資輸送の中継基地として利用されました。
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